
『愚
ぐ

胸
きょう

記
き

』の現代語訳が完成！ 

   江戸時代中期の古文書
こもんじょ

で、東
ひがし

本庄
ほんじょう

村
むら

の 

庄屋
しょうや

をつとめた「梅谷
うめたに

七
しち

右衛門
え も ん

清
きよ

政
まさ

」が、 

子孫のために執筆したものです。 

家族や子孫への熱い思いが、つづられて 

います。また、当時の村の様子や社会情勢 

などを知ることができます。 

この貴重な歴史資料は、播磨町郷土資料館 

「古文書を学ぶ会」の方々が、ほぼ２年間 

かけて解読してくださいました。 

 

 

   日 時 ： ６月３日（土） 

        午前１０時～午後３時 

   場 所 ： 学習室ほか 

対 象 ： 小学５年生以上 

     ※大人の方もどうぞ 

定 員 ： ５人 

   費 用 ： ８００円 

 

 

 

 

播磨町指定文化財である『愚
ぐ

胸
きょう

記
き

』（『當
とう

家
け

立身
りっしん

巻
のまき

』）の

現代語訳が完成しました。読んでみませんか？ 
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